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特急の停車便増加に向
けた今後の取り組みは

第５回定例会
町政を問う！ 一般質問

跨
線
橋
対
策
に
つ

い
て
も
要
請
し
た

と
思
う
が
Ｊ
Ｒ
の
反
応
は
。

継
続
的
に
協

議
、
要
望
を

し
て
い
る
が
、
財
政
的
に
実

現
が
困
難
で
あ
る
と
の
考
え

は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

構
内
通
路
の
設
置
要

望
に
つ
い
て
は
い
か

が
か
。

安
全
性
確
保

の
た
め
新
た

な
構
内
通
路
の
設
置
は
行
わ

な
い
と
の
考
え
は
変
わ
っ
て

い
な
い
。

芽
室
町
長
と
と
も
に

Ｊ
Ｒ
北
海
道
釧
路
支

社
へ
出
向
き
、
特
急
「
ス
ー

パ
ー
お
お
ぞ
ら
」
の
停
車
便

増
加
を
要
請
し
た
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

現
在
、
特
急

ス
ー
パ
ー
お

お
ぞ
ら
で
十
勝
清
水
駅
、
芽

室
駅
に
停
車
す
る
列
車
は
上

下
線
と
も
各
１
本
で
あ
り
、

今
後
に
お
い
て
も
粘
り
強
く

要
請
を
続
け
て
い
く
。

佐藤 幸一　議員

険
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
と

き
に
は
、
所
有
者
に
対
し
改

善
す
る
よ
う
通
知
す
る
。

道
路
脇
に
設
置
し

て
あ
る
看
板
に
つ

い
て
、
観
光
客
が
営
業
中
だ

と
勘
違
い
し
て
行
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
る
。
何
か
対
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。

看
板
に
つ
い

て
の
問
い
合

わ
せ
は
多
く
、
そ
の
対
応
に

つ
い
て
弁
護
士
に
相
談
し
た

経
過
も
あ
る
が
、
所
有
者
の

同
意
が
得
ら
れ
な
い
と
町
が

改
装
、
処
分
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
い
う
判
断
で
あ
っ

た
。

　

事
業
の
再
開
や
看
板
の
取

扱
い
に
つ
い
て
所
有
者
の
明

確
な
意
思
表
示
が
な
い
と
、

本
町
が
講
じ
る
こ
と
の
で
き

る
手
段
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
方
針
を
立
て
ら
れ
な
い
。

所
有
者
の
意
思
が
確
認
で
き

た
時
点
で
、
対
応
策
を
検
討

す
る
。 町

長

旧
し
み
ず
温
泉
フ
ロ

イ
デ
の
売
却
後
の
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

平
成
20
年
４

月
に
大
阪
府

堺
市
に
所
在
す
る
会
社
が
施

設
を
取
得
し
、
同
年
６
月
か

ら
営
業
を
開
始
し
た
が
、
平

成
22
年
10
月
か
ら
休
業
と
な

っ
て
い
る
。

施
設
周
辺
の
環
境
に

つ
い
て
、
防
犯
、
防

火
の
対
策
は
講
じ
て
い
る
か
。

無
断
で
私
有

地
に
入
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
詳
細
は

把
握
し
て
い
な
い
。
苦
情
は

寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
危

問

周辺環境や看板への対応は
所有権の問題があり苦慮している町長

旧しみず温泉フロイデ

問

問

町
長

今後も要請を続ける町長

新保育施設周辺の
安全対策は

安全走行をお願い
していく

町長

問

問問

町
長

町
長

町
長

新
保
育
施
設
周
辺

の
安
全
対
策
と
し
て
、

車
進
入
規
制
計
画
を
策
定
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

国
か
ら
計
画

策
定
に
関
す

る
情
報
が
届
い
て
い
な
い
。

　

お
子
さ
ん
の
送
迎
な
ど
の

際
に
交
通
量
が
増
え
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
保
護

者
や
近
隣
住
民
の
方
々
に
は

安
全
に
走
行
し
て
い
た
だ
く

よ
う
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
て
い
く
。

町
長

問町
長

建設中の保育施設と周辺道路
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防
犯
カ
メ
ラ

は
、
清
水
小

学
校
通
学
路
の
Ｊ
Ｒ
地
下
歩

道
に
２
台
設
置
さ
れ
て
お
り
、

今
後
は
新
し
い
保
育
施
設
に

設
置
予
定
で
あ
る
。

　

首
都
圏
等
で
は
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
に
よ
る
不
特
定
多
数

の
画
像
記
録
で
犯
罪
抑
止
力

を
発
揮
し
て
お
り
、
自
治
体

設
置
で
は
個
人
情
報
保
護
等

を
目
的
に
要
綱
や
管
理
条
例

を
定
め
、
住
民
に
対
し
て
は

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
定
め
る
自

治
体
も
あ
る
。

　

本
町
で
は
、
都
市
部
の
よ

う
な
犯
罪
抑
止
力
を
目
的
と

し
た
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
予

定
は
な
く
、
公
共
施
設
等
へ

の
設
置
は
防
犯
上
必
要
最
小

限
に
限
定
し
、
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
・
管
理
に
つ
い
て
は
、

①
設
置
に
か
か
る
目
的
が
明

確
で
あ
る
こ
と
、
②
目
的
を

達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
範

囲
内
で
利
用
さ
れ
る
こ
と
、

③
設
置
者
に
よ
る
責
任
を
持

っ
た
管
理
・
運
用
が
な
さ
れ

る
こ
と
等
を
基
準
と
し
て
、

適
切
に
設
置
の
必
要
性
を
判

断
し
て
い
く
。

不
審
者
な
ど
の
情
報

提
供
が
あ
っ
た
場
合
、

そ
の
情
報
を
ど
の
よ
う
な
方

法
で
地
域
住
民
に
伝
え
て
い

る
か
。
情
報
発
信
の
現
状
に

つ
い
て
伺
う
。

不
審
者
情
報

等
が
発
生
し

た
場
合
は
、
役
場
防
犯
担
当

者
、
学
校
教
育
課
、
子
育
て

支
援
課
等
か
ら
学
校
、
保
育

所
を
通
じ
て
各
保
護
者
へ
の

注
意
喚
起
を
実
施
し
、
必
要

が
あ
れ
ば
生
活
安
全
推
進
委

員
会
防
犯
部
会
員
等
が
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い

る
。

新
得
警
察
署

に
よ
る
と
、

平
成
30
年
１
月
か
ら
12
月
の

犯
罪
の
認
知
件
数
は
17
件
で
、

内
訳
は
凶
悪
犯
と
粗
暴
犯
各

１
件
、
窃
盗
犯
12
件
、
知
能

犯
２
件
、
そ
の
他
１
件
と
な

っ
て
い
る
。

第５回定例会
町政を問う！ 一般質問

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
・
管
理
に

規
範
を
設
け
る
べ
き
で
は

奥秋 康子　議員

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
は
必
要
最
小
限
に
限
定

町
長住

民
の
生
活
様
式
が

多
様
化
す
る
に
つ
れ
、

犯
罪
の
形
態
も
広
域
化
・
凶

悪
化
す
る
中
で
、
安
全
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を

地
域
ぐ
る
み
で
つ
く
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

　

本
町
で
は
年
間
ど
れ
く
ら

い
の
犯
罪
が
発
生
し
て
い
る

の
か
、
刑
法
犯
件
数
を
伺
う
。

問

町
長

夜
間
に
お
け
る
、
犯

罪
の
防
止
及
び
交
通

安
全
に
対
す
る
有
効
な
手
立

て
で
あ
る
防
犯
灯
設
置
の
整

備
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

街
路
灯
も
含

め
町
全
体
で

約
１
４
０
０
基
を
設
置
し
て

い
る
。

町
長

問町
長

問町
長

防
犯
カ
メ
ラ
は
犯
罪

抑
止
効
果
や
万
が
一

の
事
件
の
解
決
に
有
効
と
評

価
さ
れ
、
公
共
施
設
に
も
設

置
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、

本
町
の
設
置
状
況
と
今
後
の

設
置
予
定
の
施
設
は
あ
る
の

か
を
伺
う
。

　

ま
た
、
撮
影
さ
れ
た
画
像

の
取
り
扱
い
に
よ
っ
て
は
、

住
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵

害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
防
犯
カ
メ
ラ

の
有
用
性
に
配
慮
し
つ
つ
も
、

住
民
の
権
利
を
保
護
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
、
管
理
に
特
化
し
た

規
範
を
設
け
る
べ
き
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

問

清水小学校通学路の地下歩道に設置され
ている防犯カメラ
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